
彩の国
埼玉県

博学連携による教育活動を進めるポイント

博物館活用リーフレット

　学校教育において、博物館・美術館等と学校とが連携して児童生徒の学習効果を高める活動を「博学連
携」と言います。学習指導要領では、学校教育において博物館・美術館等を積極的に利用することが重要だ
としています。ポイントを押さえて活動することで、博学連携には、大きな効果が期待できます。

目指す児童生徒像を共有する
　育てたい児童生徒の姿のイメージを、教員と博物館・
美術館等の職員とで共有することが必要です。

専門性を生かして役割分担をする
　指導に当たる教員と博物館・美術館等の職員とで指導や準備の役割を分担します。そ
れぞれの専門性を生かした分担にすることで、より質の高い教育活動が展開できます。

学習過程におけるねらいを共有する
　児童生徒の学習効果を高めるためには、学習活動のどの過程（課題の設定、情報
の収集、整理・分析、まとめ・表現）において、どのような協力を得たいのかというこ
とを、博物館・美術館等の職員にわかりやすく示すことが必要です。「子供たちに○
○について考えさせてほしい」「○○について資料をもとに話してほしい」など。

評価を共有し次年度につなげる
　授業のねらいに照らして、指導の効果があ
ったのか、相互の評価を交換し合う場をもち
ます。課題については、年間計画や全体計画
に書き込み、次年度に引き継ぐようにします。

年間指導計画に位置付ける
　長く続けるためには、学習指導要領に示さ
れた教科・領域等の目標や学習内容との結び
つきを明確にした全体計画を作成することが
必要です。無理のない計画を立て、継続して
行えるようにすることが大切です。

● 実物を教材とすることで、児童生徒が学習内容をより実感的に理解することができる。 
● 児童生徒は、学びのプロフェッショナルである学芸員から、学び方を学ぶことができる。 
● 児童生徒は、実社会で学び、実社会に発信する経験を積むことができる。 

実感的に学ぶ

学び方を学ぶ

なぜ学ぶのかを学ぶ

みんなで
よりよい答えを探す

埼玉県教育局市町村支援部文化資源課

埼玉県のマスコット
コバトン

博学連携による教育活動の効果

よりよ い 問 題 解 決 者 を 育 て る

「博物館活用ガイドブック」は文化資源課のホームページから閲覧できます。

※「子供パワーアップ」で検索↓「博物館・美術館等を活用した子供パワーアップ事業-埼玉県」

埼
玉
県
立
博
物
館
・
美
術
館
等

所
在
地

学
校
か
ら
の
相
談
窓
口

お
す
す
め
の
展
示
・
ス
ポ
ッ
ト

学
校
向
け
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム

学
習
内
容
と
の
主
な
関
連

歴
史
と
民
俗
の
博
物
館

埼
玉
県
の
歴
史

（
旧
石
器
～
現
代
）・

く
ら
し
・
文
化

〒
330-0803

さ
い
た
ま
市
大
宮
区

高
鼻
町
4-219

048-645-8171
学
習
支
援
担
当

常
設
展
示

・
狩
り
か
ら
稲
作
へ

・
見
沼
代
用
水

・
電
化
製
品
の
三
種
の
神
器

・
農
家
の
く
ら
し
と
囲
炉
裏

も
の
づ
く
り
工
房

昭
和
の
原
っ
ぱ

〇
館
内
展
示
「
縄
文
土
器
の
う
つ
り
か
わ
り
」

〇
館
内
展
示
「
古
い
道
具
と
昔
の
く
ら
し
」

〇
館
内
体
験
「
昔
の
道
具
体
験
」

〇
館
内
体
験
「
ま
が
玉
づ
く
り
体
験
」

〇
館
内
体
験
「
藍
染
め
ハ
ン
カ
チ
づ
く
り
体
験
」

〇
出
前
授
業
「
古
代
か
ら
教
室
へ
」

〇
出
前
授
業
「
昔
の
道
具
体
験
」

〇
小
学
校
　
第
３
学
年
　
社
会
科

　
生
活
の
道
具
の
時
期
に
よ
る
違
い

〇
小
学
校
　
第
４
学
年
　
社
会
科

　
地
域
の
発
展
に
尽
力
し
た
先
人
の
具
体
的
事
例

〇
小
学
校
　
第
６
学
年
　
社
会
科

　
狩
猟
・
採
集
や
農
耕
の
生
活

〇
中
学
校
　
社
会
科
　
歴
史
的
分
野

さ
き
た
ま
史
跡
の
博
物
館

古
墳
と
〈
国
宝
〉
金
錯
銘
鉄
剣

〒
361-0025

行
田
市

埼
玉
4834

048-559-1181
広
報
・
学
習
支
援
担
当

国
宝
展
示
室

・
国
宝
金
錯
銘
鉄
剣

・
埴
輪

将
軍
山
古
墳
展
示
館

埼
玉
古
墳
群

・
稲
荷
山
古
墳

・
丸
墓
山
古
墳

〇
館
内
学
習
「
埼
玉
古
墳
群
解
説
」

〇
館
内
学
習
「
ま
が
玉
づ
く
り
体
験
」

〇
出
前
授
業
「
な
る
ほ
ど
古
墳
時
代
」

〇
出
前
授
業
「
ま
が
玉
づ
く
り
体
験
」

〇
小
学
校
　
第
４
学
年
　
社
会
科

　
県
内
の
特
色
あ
る
地
域
の
人
々

〇
小
学
校
　
第
６
学
年
　
社
会
科

　
大
和
朝
廷
に
よ
る
統
一

〇
中
学
校
　
社
会
科
　
歴
史
的
分
野

　
身
近
な
地
域
の
歴
史

　
日
本
列
島
に
お
け
る
国
家
形
成

嵐
山
史
跡
の
博
物
館

中
世
の
武
士
と
城

〒
355-0221

比
企
郡
嵐
山
町

菅
谷
757

0493-62-5896

常
設
展
示

・
男
衾
三
郎
絵
詞
に
み
る
武
士
の
館
と
く
ら
し

・
菅
谷
館
の
主
　
畠
山
重
忠

・
秩
父
氏
の
本
拠
・
嵐
山
町

・
国
指
定
史
跡
　
比
企
城
館
跡
群

〇
館
内
展
示
「
武
蔵
武
士
の
畠
山
重
忠
」

   
「
武
士
の
館
と
く
ら
し
」

〇
館
内
体
験
「
昔
の
道
具
体
験
」

〇
小
学
校
　
第
３
学
年
　
社
会
科

　
生
活
の
道
具
の
時
期
に
よ
る
違
い

〇
小
学
校
　
第
６
学
年
　
社
会
科

　
源
頼
朝
と
鎌
倉
武
士

〇
中
学
校
　
社
会
科
　
歴
史
的
分
野

自
然
の
博
物
館

埼
玉
県
の
動
物
・
植
物
・
地
質

〒
369-1305

秩
父
郡
長
瀞
町

長
瀞
1417-1

0494-66-0407
企
画
・
広
報
担
当

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル

・
埼
玉
県
の
シ
ン
ボ
ル
コ
ー
ナ
ー

・
埼
玉
の
多
様
な
生
き
も
の
コ
ー
ナ
ー

・
長
瀞
の
自
然
コ
ー
ナ
ー

・
さ
わ
れ
る
剥
製
コ
ー
ナ
ー

地
学
展
示
ホ
ー
ル

・
埼
玉
の
変
成
岩
コ
ー
ナ
ー

・
天
然
記
念
物
古
秩
父
湾
の
地
層
と
化
石

生
物
展
示
ホ
ー
ル

・
埼
玉
を
代
表
す
る
地
域
の
自
然
の
ジ
オ
ラ
マ

○
体
験
学
習
「
岩
畳
の
自
然
観
察
」

 
「
水
生
昆
虫
の
観
察
」

 
「
化
石
採
取
」

○
出
前
授
業
「
タ
ネ
の
お
話
」

 
「
昆
虫
の
か
ら
だ
の
つ
く
り
」

 
「
動
物
の
か
ら
だ
の
つ
く
り
」

 
「
土
地
の
つ
く
り
と
変
化
」

 
「
化
石
の
レ
プ
リ
カ
づ
く
り
」

 
「
古
秩
父
湾
に
つ
い
て
」

○
小
学
校
、
中
学
校
　
総
合
的
な
学
習
の
時
間

　
環
境
学
習

○
小
学
校
　
第
３
学
年
　
理
科

　
植
物
の
成
長
と
体
の
つ
く
り

　
昆
虫
の
成
長
と
体
の
つ
く
り

○
小
学
校
　
第
４
学
年
　
理
科

　
骨
と
筋
肉

○
小
学
校
　
第
６
学
年
　
理
科

　
土
地
の
つ
く
り
と
変
化

川
の
博
物
館

荒
川
の
自
然
と
く
ら
し

〒
369-1217

大
里
郡
寄
居
町

小
園
39

048-581-8739
研
究
交
流
部

第
１
展
示
室

・
鉄
砲
堰
・
船
車

屋
外
展
示

・
荒
川
大
模
型
173

本
館
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
シ
ア
タ
ー

〇
体
験
学
習
「
ガ
リ
バ
ー
ウ
ォ
ー
ク
（
荒
川
大
模
型
）」

〇
体
験
学
習
・
出
前
授
業
「
水
生
生
物
の
観
察
」

〇
体
験
学
習
・
出
前
授
業
「
水
質
検
査
」

〇
体
験
学
習
・
出
前
授
業
「
河
原
の
石
の
観
察
」

〇
出
前
授
業
「
流
れ
る
水
の
は
た
ら
き
」

〇
小
学
校
　
第
４
学
年
　
社
会
科

　
 生
活
環
境
を
支
え
る
事
業
、
自
然
災
害
か
ら
人
々
を
守
る
活
動
、
県

内
の
先
人
の
は
た
ら
き
、
県
内
の
特
色
あ
る
地
域
の
よ
う
す

〇
小
学
校
　
第
５
学
年
　
理
科

　
流
れ
る
水
の
働
き
と
土
地
の
変
化

〇
小
学
校
　
総
合
的
な
学
習
の
時
間

近
代
美
術
館

近
代
美
術
、

グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
の
椅
子

〒
330-0061

さ
い
た
ま
市
浦
和
区

常
盤
9-30-1

048-824-0110
教
育
・
広
報
担
当

M
O
M
A
S
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

【
主
な
収
蔵
品
】

 ・
 ク
ロ
ー
ド・モ

ネ《
ジ
ヴ
ェ
ル
ニ
ー
の
積
み
わ
ら
、夕
日
》

 ・
 瑛
九
《
雲
》

※
展
示
し
て
い
な
い
期
間
も
あ
り
ま
す
。

企
画
展

グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
の
椅
子

○
 団
体
見
学
（MOMASコレクション、企

画
展での対話による

鑑
賞
　
椅
子
鑑賞
体
験
　
造
形
遊
びワークショップ

　
など）

○
授
業
協
力
「
知
っ
て
る
？
ピ
カ
ソ
」

○
授
業
協
力
「
日
本
画
っ
て
何
だ
ろ
う
？
」

○
 授
業
協
力
「
み
つ
め
よ
う
！
シ
ャ
ガ
ー
ル
さ
ん
の
こ
の
思
い
」

○
 授
業
協
力
「
見て★座って！お気に入りの椅子をみつけよう！」

○
授
業
協
力
「
洗
濯
ば
さ
み
で
絵
を
描
こ
う
！
」

○
小
学
校
低
学
年
～

　
椅
子
鑑
賞
体
験
　
対
話
に
よ
る
鑑
賞
こ
と
は
じ
め
　
造
形
あ
そ
び

○
小
学
校
中
学
年
～

　
西
洋
画
を
用
い
た
対
話
に
よ
る
鑑
賞

○
小
学
校
高
学
年
～

　
日
本
画
を
用
い
た
対
話
に
よ
る
鑑
賞

※鑑賞授業単体でも表現活動につながる授業でも実施可能です。

文
書
館

古
文
書
・
行
政
文
書
・
地
図

〒
330-0063

さ
い
た
ま
市
浦
和
区

高
砂
4-3-18

048-865-0112

展
示

・
本
館
収
蔵
品

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ポ
ー
チ

・
県
域
の
変
遷

〇
館
内
学
習
「
立
体
地
図
づ
く
り
」「
巻
物
づ
く
り
」

 
「
和
本
づ
く
り
」「
は
ん
こ
づ
く
り
」

〇
出
前
授
業
「
立
体
地
図
づ
く
り
」

 
「
は
ん
こ
づ
く
り
」

「
社
会
科
授
業
　
例
 ３年

　
市の
様
子
の
移り変わり

 
  

４年
　
県の広がり

 
  

６年
　
明治維新

」

〇
小
学
校
　
第
３
学
年
　
社
会
科

　
市
の
様
子
の
移
り
変
わ
り

〇
小
学
校
　
第
４
学
年
　
社
会
科

　
埼
玉
県
の
様
子

〇
小
学
校
　
第
６
学
年
　
社
会
科

　
黒
船
の
来
航
と
明
治
維
新
　

〇
中
学
校
　
社
会
科
　
歴
史
的
分
野

さ
い
た
ま
文
学
館

埼
玉
ゆ
か
り
の
文
学
者
な
ど

〒
363-0022

桶
川
市

若
宮
1-5-9

048-789-1515

文
学
展
示
室

・
永
井
荷
風
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

・
文
学
体
験
コ
ー
ナ
ー

・
よ
み
が
え
る
音
声
コ
ー
ナ
ー

・
埼
玉
ゆ
か
り
の
文
学
者

文
学
図
書
室

○
子
供
た
ち
に
お
ス
ス
メ
す
る
イ
ベ
ン
ト

・
お
話
の
部
屋

・
お
話
の
泉
・
春
・
夏
・
冬

・
中
高
生
文
学
講
座

・
小
中
学
生
限
定
　
冬
休
み
　
書
初
め
教
室

※
学
校
や
団
体
の
見
学
に
つ
い
て
は
、ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○
小
・
中
学
校
　
国
語

　
文
学
的
な
文
章
を
書
く
活
動

　
文
学
的
な
文
章
を
読
む
活
動

わ
た
し
た
ち
県
立
博
物
館
・
美
術
館
を
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
‼

博
物
館
活
用
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の

掲
載
ペ
ー
ジ

学
校
団
体
の
受
入
に
つ
き
ま
し
て
は
、
内
容
が
変
更
と
な
る
こ
と
も

ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
各
館
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

46
ペ
ー
ジ

54
ペ
ー
ジ

62
ペ
ー
ジ

50
ペ
ー
ジ

58
ペ
ー
ジ

66
ペ
ー
ジ

70
ペ
ー
ジ

74
ペ
ー
ジ

791142
取り消し線



埼玉ゆかりの作家の資料・図書がまとめ
て閲覧できる図書室と、クラス単位で使
える講座室や202席の文学ホールが併設さ
れています。展示の鑑賞に加えて、調べ
て発表する学習にも最適です。

埼玉ゆかりの作家の資料を展
示しています。また、一部の
作品については図書室で現物
を手に取って読むことができ
ます。

埼玉ゆかりの作家の資料を
示しています。また、一部

本物に触れる体験

作家の資料・図書がまとめ
できる図書室と、クラス単位で使

見る・調べる・発表する
を一館で

図書室

玉ゆか
閲覧で

かりの作
できる図

見見
を講座室

文学ホール

収蔵資料には、宮沢賢治、
中島敦、『伊勢物語』など
教科書に載る作者や作品も
あり、埼玉との意外な関係
性がわかります。

て閲
える

部の
を展
部の

験験験験

埼玉
て閲

講

蔵資料には、宮沢賢治収 治、
中島敦、中 『伊勢物語』などなど

作品を身近に感じよう

展示室 図書室

さいたま文学館

埼玉県立近代美術館

美術館職員が先生方と協力して
授業を行います。事前の打合せで
適切なプログラムを検討します。

「アートは楽しい♪」を感じて学ぶ！

美術館の展示室で作品を鑑賞し
ます。別室での鑑賞や館内巡り、
バックヤード見学も可能です。

本物の作品と出会って学ぶ！

当館収蔵作品の複製画やパネル、
アートカードなど、鑑賞セットの
貸出は随時行っています。

授業でさらに深めて学ぶ！

博学連携年間指導計画の作成

目指す児童生徒像の共有

マトリックス表を使って、
指導効果を高める博学連携

ゴールの姿を共有して、
郷土への愛着を育てる博学連携

　博物館・美術館等を活用して、地域の伝統や文化に関する教育の効果を高めるためには、年間指導計画を作成す
ることが重要です。川越市立川越小学校では、教科・領域等を縦軸に、時間の流れを横軸にした年間指導計画のマト
リックス表を作成しました。
　「川小ブランド」を合言葉に郷土川越について学ぶ活動を表に示し、学年、利用する施設、協力を得る地域の人な
どが書き込まれています。博物館利用と教科・領域等の関係や、伝統や文化に関する教育の全体像が捉えやすくな
っています。6年間を通して計画的に指導を重ねることで、より大きな成果を上げることができます。

　博物館・美術館等と学校が協力して授業を行い、児童生徒の学習効果を高めるためには、育てたい児童生徒の姿
を、共有する必要があります。
　行田市立忍中学校と行田市郷土博物館は、協力して「生涯にわたって学び続け　郷土に愛着をもてる生徒」を育
てています。学校、博物館、フィールドワークで郷土について学んだ生徒は、その成果を生かし、外国の大使館を訪
れて「まちの魅力」を英語で伝えました。大使館の方からは、生徒の取組に対して「外交を仕事とする私たちに勇気
を与えてくれる」と、あたたかい評価をいただきました。

黒船来航時の忍藩の活躍
（郷土の人々の活躍）について
考える学習
▼

学芸員と教員で
協力して

授業をつくる
▲テーマを決めて
　行田の「まちの魅力」を
　見つける学習

大使館を訪問して郷土の魅力をアピール

学校全体の取組が一覧できる

●6年間を通して児童につけたい力が
みえる
●教科・領域等の学習内容・指導内容
とのつながりがみえる
●保護者、地域の方に学校の取組が
みえる

  マトリックス表作成の効果  

４月 ５月 ６月 ７月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

社会

（６年）
「歴史学習の
　導入」
（博物館）
・講話
・土器に触れ
　て時代区分

（４年）
つばさ館見学
（地）

（４年）
消防署見学
（地）

（４年）
「先人の働き」
（博物館）
・講話
・川越城跡を
　フィールドワ
　ーク

（３年）
「昔の道具調
　べ」（博物館）
・博物館見学
・昔の道具体験

図工 （４年）かなづち（保）

　 （４年）
立体作品展示
見学
（美術館）

（３年）のこぎり（保）

理科

（５年）
「流れる水の
　はたらき」
（川の博物館）
・講話、実験

総合
（くすのき
タイム）

・川越の歴史
　についての
　講話
　（博物館）

・川越の歴史につい
ての講話（喜多院住
職）
（３年）町の達人
（地）
（４年）世界の中の
　　　日本（地）
（５年）自然環境

・パンフレット
　作り

・観光案内
・まつり会館見
　学

（５年）ともに生
　きる、オアシス
見学（地）

・講話（文化財
　保護課）
・協働学習、練
　習（山車、歴
　史、お囃子）
　　　　　　（地）

・発表会準備

・発表会

郷土・
歴史
クラブ

・円墳見学
（文化財保護
　課）

・川越城めぐり

・三芳野神社見学
（三芳野神社　氏子代表）
・本丸御殿見学（博物館）

・川越
　かるた

・川越かるた ・見学 ・見学 ・見学
・発表会準備

・川越かるた
・発表会準備 ・クラブ発表会

その他

（５年・家庭科）
ソーイング（保）

（１年・生活）公園探検（保）
（２年・生活）町探検（保）
（３～６年・音楽）楽器（保）
（おひさま・生活単元）
カレーパークをひらこう（保）

（５年・家庭科）
ミシン（保）
（６年・家庭科）
ソーイング（保）

（３～６年・音
楽）
楽器（保）

（６年・保健）
薬物乱用防止
教室（地）

（１年・生活）
　　昔遊び（地）
（２年・生活）
　　郵便局見学（地）
（６年・音楽）
　　お琴体験（地）

１学期 ２学期 ３学期

・フィールドワーク（博物館）
（本丸・蔵造り・菓子屋横丁・時の鐘・
川越まつり・喜多院・氷川神社）

（４年）
郭町浄水場見
学（地）

（６年）
博物館・美術館
見学
（博物館・美術館）

６年 「歴史ある町 川越」

３年 「川越まつりにチャレンジ」

※ （地）…地域ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ、（保）…保護者ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ

川越の

歴史に

ついて

聞きま

した。

始めに美

術館の方

より説明を

聞きました。

１人１回は

進んで声を

掛けて観光

案内をしまし

た。

始めに川越

城について

学びました。

洗濯板で洗濯、

炭火アイロン、

粉ひきを体験

しました。

「川越まつり」の発

表は、山車、歴史、

お囃子を組み合

わせて行いました。

16ページ
ガイドブック

40ページ
ガイドブック

総合的な学習
校外学習など

理科の授業など 総合的な学習
校外学習など

博物館に展示している昆虫標本、触
さわ

れ
るはく製、岩石・鉱物などたくさんの標
本を見ながら学べます。

博物館で本物に
出会える！

博物館で

実際に現地に行き、周辺の生きものや
環境、地層の成り立ちについて体験し
ながら学習します。

現地で本物の
自然を体験！

現地で

学校へ職員が出向き、実物に触れな
がら学びを深める授業を展開します。

学校で本物に触れ、
自然を学ぶ！

学校で

博物館は、教室での学びを一層豊かなものにします。

埼玉県立自然の博物館

博物館で

学校で

博物館・美術館等の学校支援事業


